
 

 

 

 

平成 22 年以降、口蹄疫の国内での発生はありませんが、ワクチン接種により発生

を抑制している韓国の牛農場において、本年１月に９か月ぶりとなる発生が確認さ

れ、２月にも牛農場で２事例の発生がありました。また、本年３月には中国において

東アジアで初となる血清型 SAT1 が確認されるなど、アジアでの状況に変化が見られ

ています。 

これから大型連休を迎えるにあたり、外国人旅行客等の人や物の動きが活発にな

ることから、本病ウイルスの侵入リスクが非常に高まることが予想されます。本病ウ

イルス侵入防止のため、飼養衛生管理基準の遵守と防疫対策の徹底が重要です。 
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特定症状を呈している家畜を発見したら、直ちに家畜保健衛生所に連絡を！ 

ゴールデンウィーク期間中における口蹄疫等の 

防疫対策を徹底しましょう！ 

口蹄疫の特定症状 

写真：宮崎県提供 

上顎口唇潰瘍 水泡が破れている 

＜A型口蹄疫ウイルスの感染実験の結果＞ 写真：動物衛生研究部門提供 



 

 

①海外渡航の自粛 

・口蹄疫等の発生状況把握と非清浄地域への渡航の自粛 

②病原体の持込みの防止 

・農場内の破損個所や隙間の点検（野生動物の侵入防止） 

・農場に出入りする人の更衣や物・車両の消毒 

・外国人旅行客等が衛生管理区域に立ち入らないよう対策 

③異状の早期発見・早期通報 

・毎日の入念な家畜の健康観察及び異状確認時の早期通報の徹底 

農場を守るために 
 

    青森県上北農林水産事務所 中央家畜保健衛生所   
ＴＥＬ：０１７６－２３－６２３５ 

ＦＡＸ：０１７６－２３－３０４４ 
夜間・土日祝祭日の場合 家保携帯：０９０－６４５３－７０２３ 

(農林水産省 HP より) 


